
学校名
教育利用・
校務利用

実践事例の概要 様式

伏虎義務教育学校
【指定校】

教育利用

①生成AIとの対話から、新たな視点を生み出すディベート学習
・単元【エネルギー使用とその利用】においてディベートを実施。
即時応答性、知識ベースを活用して、新たな視点や多様な考え方
を生み出すことが可能となった。

B-1

伏虎義務教育学校
【指定校】 教育利用

②児童のリフレクション分析による、学習成果の総括と共有
・単元【比例・反比例】において児童生徒のリフレクションを分析して
まとめるために活用した。情報整理能力や知識ベースを活用し、そ
の場で全体に共有することができた。

B-2

伏虎義務教育学校
【指定校】

校務利用

③生成AIで校務の効率・向上を図る文章作成とVBA活用の実
践手法
・熱中症対策マニュアル、避難訓練マニュアルの作成に利用。住所
録の表記ゆれ（全角半角等の統一）を自動修正するためのマク
ロを作るために利用。プログラミング支援や文章生成能力を活用し
て、校務の効率化をはかることができた。

B-3

※和歌山県教育委員会リーディングDXスクール事業 【実践事例一覧】
様式A



＜教育利用＞ ①生成AIとの対話から、新たな視点を生み出すディベート学習

和歌山市立伏虎義務教育学校(和歌山県)【指定校】リーディングDXスクール事業 【実践事例】

様式B-1

中3理科「エネルギーの資源その利用」
において、生徒 VS ChatGPTのディベート対決
を実施した。

生徒とChatGPTが対話形式で進行するようなプロ
ンプトを作成することで、より自然な流れでの
ディベートが実現した。

ChatGPTがディベート内容を瞬時にまとめ、
表に変換することも可能なので、ふりかえり
を簡単に行うことができた。

生徒同士では出に
くい立論や反論が
ChatGPTから展開さ
れ、新たな知識や
考え方を手に入れ
ることが出来た。



＜教務利用＞ ②児童のリフレクション分析による、学習成果の総括と共有

和歌山市立伏虎義務教育学校(和歌山県)【指定校】リーディングDXスクール事業 【実践事例】

様式B-2

小学校5.6年生の【比例・反比例】において、授業ごと
の児童生徒のふりかえりをChatGPTで分析してまとめた。

ChatGPTが多くの児童のふりかえりを瞬
時に分析・まとめを行うので、その場で
の全体共有が可能。また、共有したもの
を算数数学通信として掲載するための文
章も簡単に作成ができた。

全員分のふりかえり
をプロンプトとして
ChatGPTに入力する
ことで、自動的に内
容ごとに分類された。
また、分類したもの
からまとめも作成で
きた。



＜校務利用＞ ③生成AIで校務の効率・向上を図る文章作成とVBA活用の実践手法

和歌山市立伏虎義務教育学校(和歌山県)【指定校】リーディングDXスクール事業 【実践事例】

様式B-3

【熱中症対応/地震津波訓練マニュアル】の作成で
ChatGPTを利用した。

既存のマニュアル内容をChatGPTに分析させる
ことで、より具体的な対応や課題など、新たな
視点からのアイデアを獲得することができた。

パソコン上の校務を、より効率的に実施するた
めのVBAを作成するためにChatGPTを利用した。

VBAを1度も使用したことがなかった教員が、ひとり
で目的の動作を行うVBAを作成することができた。


